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装
技
術
の
向
上
と
そ
の
普
及
・
啓

発
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　
舗
装
に
関
す
る
技
術
の
向
上
と

普
及
啓
発
を
目
的
に
、
国
土
交
通

省
関
東
地
方
整
備
局
、
千
葉
県
県

土
整
備
部
及
び
会
員
企
業
の
技
術

指
導
者
を
講
師
に
迎
え
て
「
舗
装

技
術
研
修
会
」
を
実
施
し
、
国
・

県
・
市
職
員
及
び
会
員
技
術
者
の

ほ
か
、
千
葉
県
土
木
施
工
管
理
技

士
会
員
な
ど
多
く
の
御
参
加
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
舗
装
工
事
は
、
専
門
的
な
知
識

が
要
求
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

舗
装
施
工
管
理
技
術
者
を
養
成
す

る
た
め
、
１
・
２
級
舗
装
施
工
管

理
技
術
者
資
格
の
取
得
に
向
け
て

「
舗
装
施
工
管
理
技
術
者
資
格
試

験
準
備
講
習
会
」
を
開
催
し
て
お

り
ま
す
。

　
試
験
に
合
格
さ
れ
、
一
人
で
も

多
く
の
資
格
取
得
を
願
っ
て
お
り

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
県
発
注
の
試
験
舗
装

工
事
に
つ
い
て
、
工
事
施
工
後
３

年
間
追
跡
調
査
を
実
施
し
、
そ
の

経
年
変
化
等
を
報
告
・
公
表
す
る

「
試
験
舗
装
追
跡
調
査
報
告
会
」

や
、
県
か
ら
会
員
が
受
注
し
た
工

事
に
つ
い
て
、
日
頃
直
面
し
て
い

　
昭
和
59
年
４
月
に
千
葉
県
知
事

の
認
可
を
得
て
、
社
団
法
人
と
し

て
創
設
し
た
当
協
会
は
、
平
成
25

年
４
月
に
一
般
社
団
法
人
へ
と
移

行
し
、現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
間
、
長
年
培
っ
て
き
た
技

術
集
団
と
し
て
、
持
て
る
技
術
を

十
分
発
揮
す
る
と
と
も
に
、
会
員

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
発
注
者
側

の
方
々
に
も
広
く
確
か
な
技
術
の

習
得
な
ど
、
研
鑽
を
積
む
た
め
の

研
修
事
業
等
を
毎
年
度
行
い
、
舗

る
事
案
、
現
状
に
お
け
る
疑
義
・

問
題
点
の
協
議
や
改
善
要
望
な
ど

を
、
発
注
者
で
あ
る
県
に
対
し
投

げ
掛
け
る
場
と
し
て
「
意
見
交
換

会
」
を
通
じ
、
千
葉
県
県
土
整
備

部
と
の
実
り
多
い
情
報
交
換
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

人
と
物
が
行
き
交
う

安
全
安
心
の
命
の
道

　
こ
れ
ら
の
事
業
を
紹
介
す
る
た

め
、
今
年
は
「
千
葉
の
み
ち
を
守

る
」
を
タ
イ
ト
ル
に
、
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。
協
会
の

概
要
や
見
開
き
に
は
、
県
民
生
活

の
安
全
を
守
る
、
夜
間
に
よ
る
舗

装
修
繕
工
事
を
、
み
な
さ
ん
に
分

か
り
や
す
く
写
真
で
掲
載
し
て
お

り
ま
す
。

　
他
に
も
「
新
技
術
へ
の
ア
プ
ロ

ー
チ
」
と
し
て
、
試
験
舗
装
に
新

工
法
・
新
素
材
の
工
事
、
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
舗
装
の
長
寿
命
化
へ
の
取

り
組
み
も
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

　
よ
り
快
適
な
道
を
整
備
す
る
た

め
に
協
会
は
、
技
術
者
を
育
成
す

る
た
め
、
知
識
の
習
得
及
び
技
術

向
上
の
た
め
の
調
査
・
提
言
な
ど

に
、
引
き
続
き
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
普
段
は
〝
人
と
物
が
行
き
交
う

道
〞
、
災
害
時
に
は
〝
救
助
や
応

急
復
旧
に
必
要
な
命
の
道
〞
、
県

民
生
活
の
安
全
・
安
心
を
提
供
す

る
道
の
整
備
・
維
持
保
全
が
必
要

と
考
え
ま
す
。

　
私
た
ち
が
、
そ
の
一
翼
を
担
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

（一社）千葉県道路舗装協会　会長　平山　知太

「千葉のみち守る」胸に
県民の安心・安全提供

より快適な「みち」へ
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」

交通規制スタート（午後10時）

県民生活の安全を守る舗装修繕工事

特集

切削機による路面切削開始（午後10時30分）

路面清掃（午後11時）

測量　出来形確認（午前０時30分）

マカダムローラーでの１次転圧（午前２時30分）タイヤローラーでの２次転圧（午前３時30分）朝日が昇る前に交通開放（午前４時40分）

ＡＦフィニッシャーによる舗設（午前１時30分）

　主要幹線道路や交通量の多い市街地では、通行への影響を最小限に抑
えるため、夜間工事として午後10時から翌朝午前５時に実施している。
限られた時間の中で、最大限の品質を確保しながら、県民の安全を守る
作業に取り組んでいる。
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ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
の
ご
紹
介
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
千
葉
県
は
、
日
本
の
空
の
表
玄

関
で
あ
る
成
田
空
港
や
、
国
際
拠

点
港
湾
で
あ
る
千
葉
港
、
東
京
湾

を
横
断
す
る
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
な
ど

を
有
し
、
京
葉
臨
海
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
に
代
表
さ
れ
る
素
材
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
産
業
や
、
全
国
屈
指
の
産
出

額
を
誇
る
農
林
水
産
業
な
ど
、
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
産
業
構
造
が
形

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
本
県
の
強
み
を
生
か

し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
様
々
な
産

に
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
高
規
格
道
路
や
高
速
道
路

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
へ
の
ア
ク
セ

ス
強
化
と
し
て
、
「
銚
子
連
絡
道

路
」
や
「
長
生
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
」

等
の
整
備
を
積
極
的
に
進
め
て
お

り
、銚
子
連
絡
道
路
に
つ
い
て
は
、

横
芝
光
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら

県
道
八
日
市
場
野
栄
線
ま
で
の
５

㎞
区
間
に
お
い
て
、
令
和
５
年
度

の
開
通
を
目
標
に
整
備
を
進
め
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
県
道
八
日
市
場
野
栄
線

か
ら
国
道
１
２
６
号
飯
岡
バ
イ
パ

ス
間
の
約
13
㎞
に
つ
い
て
、
令
和

て
重
要
な
役
割
を
持
つ
「
道
路
」

に
つ
い
て
、
現
状
や
、
維
持
管
理

に
係
る
県
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
県
で
は
、
一
般
国
道
や
県
道
、

約
３
５
０
０
㎞
の
道
路
を
管
理
し

て
お
り
、
道
路
施
設
等
の
損
傷
・

劣
化
及
び
安
全
施
設
等
に
つ
い

て
、
安
全
か
つ
円
滑
な
通
行
に
支

障
が
な
い
か
、
平
常
時
や
異
常
気

象
時
な
ど
、
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り

確
認
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

業
を
振
興
し
、
県
民
の
利
便
性
向

上
の
た
め
に
は
、
全
国
や
県
内
各

地
と
の
交
流
や
連
携
を
強
化
し
、

県
内
外
と
の
ス
ム
ー
ズ
な
「
人
・

モ
ノ
の
流
れ
」
を
生
み
出
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
災
害
時
に
お
け
る
迅
速

か
つ
確
実
な
避
難
や
救
命
救
急
・

復
旧
活
動
の
た
め
、
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
強
化
を
図
る
と
と
も

に
、
災
害
拠
点
病
院
や
自
衛
隊
基

地
等
の
防
災
上
の
拠
点
へ
の
ア
ク

セ
ス
向
上
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
た
め
、県
で
は
平
常
時
・
災

４
年
度
か
ら
新
規
事
業
化
し
、
測

量
等
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
長
生
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
に
つ
い

て
は
、
令
和
２
年
５
月
に
茂
原
長

南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
長
南

町
道
ま
で
の
１
・
５
㎞
区
間
が
開

通
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続

き
、
残
り
の
事
業
中
区
間
の
整
備

を
進
め
、
県
道
茂
原
大
多
喜
線
ま

で
の
２
・
５
㎞
区
間
に
つ
い
て
、

令
和
５
年
度
の
開
通
を
目
標
に
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

東
京
都
と
共
同
事
業

押
切
湊
橋
を
事
業
化

　
県
が
管
理
す
る
橋
梁
や
ト
ン
ネ

ル
な
ど
の
道
路
施
設
の
多
く
は
、

高
度
経
済
成
長
期
を
中
心
に
急
速

に
整
備
さ
れ
、
今
後
、
同
時
期
に

高
齢
化
を
迎
え
安
全
性
の
低
下
、

維
持
管
理
に
要
す
る
費
用
の
増
加

な
ど
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
施
設
ご
と
に
、
長
寿
命
化
修

繕
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
点
検
・

評
価
・
計
画
・
補
修
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
サ
イ
ク
ル
を
着
実
に
実
施

　
道
路
を
利
用
す
る
方
々
に
、
道

路
と
ふ
れ
あ
い
、
道
路
の
役
割
や

重
要
性
を
改
め
て
認
識
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
毎
年
８
月
を
「
道
路

ふ
れ
あ
い
月
間
」
と
し
て
お
り
、

こ
れ
を
機
に
千
葉
県
の
広
域
道
路

アスファルト舗装の長寿命化への取り組み
【試験舗装を活用した取り組み】
　近年、高度に改質された各種ポリマー改質アス
ファルトや特徴のある工法が開発され、活用が進
んでいる。維持修繕の効率化、LCCの低減、道路
利用者負担の軽減、CO2排出抑制などを実現する
ために千葉県では、アスファルト舗装の長寿命化
が不可欠であると考え、試験舗装を活用。これら
の効果的な活用方法について検討している。

【長寿命化舗装の概要】
　通常の舗装では、アスファルト混合物の種類に
応じて、ポリマー改質アスファルトⅡ型やＨ型が
使用される。近年は高度なポリマー改質アスファ
ルト、アスファルト混合物の配合、施工の工夫及
びこれらの組み合わせにより、アスファルト混合
物のひび割れ抵抗性、わだち掘れ抵抗性などの特
性や機能性の向上を実現する各種製品・工法が提
案されている。
　●高度なポリマー改質アスファルトの活用＝優

れたひび割れ抵抗性やわだち掘れ抵抗性を発揮す
るポリマー改質アスファルトは、主に表層用混合
物に適用する。優れたひび割れ抵抗性に見合った
わだち掘れ抵抗性を兼ね備えたものは、超重交通
路線に適用。優れたたわみ追従性を付与したもの
は、リフレクションクラックを抑制することで、
長寿命化が期待できる箇所などに適用。長寿命化
（シナヤカファルト）・ひび割れ抑制（高耐久ク
イックコート・ＮＴ）など。
　●アスファルト混合物の配合、適用箇所の特性

に応じたポリマー改質アスファルトの選定、施工
の工夫により、様々な機能を付与する工法があり、
主に表層に適用される。路面排水やすべり抵抗性
の向上といった機能性の付加と、優れた耐久性を
兼ね備えた工法や薄層で施工し、機能の付加・回
復と既設舗装の保護効果により長寿命化を実現す
る工法などがある。適用箇所の特性や付加したい
機能などを勘案し、工法選定を行う。フルファン
クションペーブ・POSMAC・ST・高耐久クイッ
クコートなど。

　
千
葉
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大

限
発
揮
さ
せ
る
道
路
整
備
を
行
う

た
め
、
県
内
で
整
備
が
進
む
圏
央

道
な
ど
高
規
格
幹
線
道
路
等
の
整

備
効
果
を
波
及
さ
せ
る
道
路
の
整

備
や
、隣
接
都
県
と
の
連
携
強
化
、

都
市
部
の
渋
滞
対
策
等
を
重
点
的

　
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
や
道
の
日

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
最
も
身
近

な
社
会
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、か
つ
、

県
民
生
活
や
経
済
活
動
等
に
と
っ

県
県
土
整
備
部
　
道
路
計
画
課
長
　
西
山
　
昌
克

交
流
連
携
強
化
し
県
内
外
と
の

「
人
・
モ
ノ
の
流
れ
」生
み
出
す

県
県
土
整
備
部
　
道
路
整
備
課
長
　
大
塚
　
生
一

高
規
格
幹
線
道
路
整
備
し

潜
在
能
力
を
最
大
限
発
揮

県
県
土
整
備
部
　
道
路
環
境
課
長
　
秋
元
　
仁

予
防
的
修
繕
へ
転
換
し

施
設
の
長
寿
命
化
推
進

害
時
を
問
わ
な
い
安
定
し
た「
人
・

モ
ノ
の
流
れ
」を
確
保
す
る
た
め
、

圏
央
道
や
北
千
葉
道
路
な
ど
の
広

域
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
の
充
実

・
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

防
災
上
拠
点
へ
の

ア
ク
セ
ス
向
上
を

　
圏
央
道
に
つ
い
て
は
、
令
和
６

年
度
開
通
に
向
け
て
、
県
内
唯
一

の
未
開
通
区
間
で
あ
る
大
栄
Ｊ
Ｃ

Ｔ
か
ら
松
尾
横
芝
Ｉ
Ｃ
間
の
整
備

が
進
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
神
崎

Ｉ
Ｃ
か
ら
大
栄
Ｊ
Ｃ
Ｔ
間
の
４
車

線
化
に
向
け
て
整
備
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
北
千
葉
道
路
に
つ
い
て
は
、
令

和
３
年
度
か
ら
市
川
市
と
松
戸
市

の
区
間
に
つ
い
て
国
に
よ
る
整
備

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
残
る
市
川

市
か
ら
船
橋
市
間
の
早
期
事
業
化

を
国
に
働
き
か
け
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
隣
接
都
県
と
の
連
携
強
化
に
つ

い
て
は
、
千
葉
県
の
葛
南
地
域
に

お
け
る
都
県
境
で
は
、
限
ら
れ
た

橋
梁
に
交
通
が
集
中
し
、
慢
性
的

な
交
通
混
雑
が
発
生
し
て
お
り
、

都
県
間
の
交
流
・
連
携
が
阻
害
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
（
仮
称
）

押
切
・
湊
橋
に
つ
い
て
東
京
都
と

の
共
同
事
業
と
し
て
令
和
４
年
度

か
ら
新
規
事
業
化
し
、
調
査
設
計

等
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
市
街
化
の
著
し
い
東
葛

飾
地
域
と
埼
玉
県
東
部
地
域
を
結

び
、
流
山
橋
に
集
中
す
る
交
通
を

分
散
さ
せ
る
た
め
、
（
仮
称
）
三

郷
流
山
橋
を
含
む
県
道
越
谷
流
山

線
バ
イ
パ
ス
の
整
備
を
千
葉
県
及

び
埼
玉
県
、
埼
玉
県
道
路
公
社
と

共
同
で
整
備
を
進
め
て
お
り
、
令

和
４
年
度
の
完
成
に
向
け
、
事
業

区
間
全
線
に
わ
た
り
、
橋
梁
工
事

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、都
市
部
に
お
い
て
は
、

交
通
集
中
に
よ
り
、
慢
性
的
な
渋

し
、
こ
れ
ま
で
の
事
後
的
な
修
繕

・
更
新
か
ら
予
防
的
な
修
繕
へ
と

転
換
を
図
り
、
各
施
設
の
長
寿
命

化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

防
災
力
向
上
や
通
行

空
間
の
安
全
性
の
確
保

　
ま
た
、
道
路
の
防
災
力
向
上
や

通
行
空
間
の
安
全
性
の
確
保
を
図

る
た
め
、
千
葉
県
無
電
柱
化
推
進

計
画
に
基
づ
き
、
緊
急
輸
送
道
路

や
防
災
拠
点
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路

な
ど
の
無
電
柱
化
を
進
め
る
と
と

も
に
、
道
路
の
法
面
対
策
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
道
路
利
用
者
の
安
全
確
保
に
つ

い
て
は
、
安
全
で
円
滑
な
交
通
の

確
保
を
図
る
た
め
、
交
通
事
故
や

交
通
渋
滞
の
多
い
交
差
点
の
改
良

や
、
歩
行
者
、
自
転
車
利
用
者
等

を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
、
歩

　
富
津
館
山
道
路
に
つ
い
て
は
、

安
全
で
円
滑
な
交
通
の
確
保
や
防

災
力
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
た

め
、
全
線
４
車
線
化
に
む
け
た
都

市
計
画
と
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の

手
続
き
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
新
た
な
湾
岸
道
路
や
千
葉
北
西

連
絡
道
路
に
つ
い
て
は
、
湾
岸
地

域
や
県
北
西
地
域
に
お
け
る
慢
性

的
な
渋
滞
を
解
消
し
、
地
域
の
魅

力
を
引
き
出
す
た
め
、
早
期
に
計

画
の
具
体
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
、

沿
線
市
と
と
も
に
積
極
的
に
、
国

に
協
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
「
道
路
ふ
れ
あ
い

月
間
」
推
進
標
語
で
あ
る
『
ゆ
め

つ
な
げ 

き
ず
な
も
つ
な
げ
　
み

ち
つ
な
げ
』
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
よ

う
、
今
後
と
も
広
域
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
等
の
充
実
・
強
化
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

滞
や
踏
切
遮
断
に
よ
る
渋
滞
が
発

生
し
て
お
り
、そ
の
対
策
と
し
て
、

新
京
成
線
と
東
武
野
田
線
の
県
内

２
か
所
で
、
鉄
道
の
踏
切
を
除
去

す
る
連
続
立
体
交
差
事
業
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
新
京
成
線
の
鎌
ケ
谷
市
内
の
鎌

ヶ
谷
大
仏
駅
か
ら
く
ぬ
ぎ
山
駅
ま

で
の
３
・
３
㎞
区
間
で
は
、
令
和

元
年
12
月
に
高
架
化
が
完
了
し
、

令
和
６
年
度
の
事
業
完
了
に
向

け
、
ま
た
、
東
武
野
田
線
の
野
田

市
内
の
清
水
公
園
駅
か
ら
梅
郷
駅

ま
で
の
２
・
９
㎞
区
間
で
は
、
令

和
３
年
３
月
に
高
架
化
が
完
了

し
、
令
和
５
年
度
の
事
業
完
了
に

向
け
、
そ
れ
ぞ
れ
整
備
を
推
進
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
道
路
整
備
課
で
は
、
重
点
的
な

整
備
に
あ
わ
せ
て
、
各
地
域
に
お

け
る
課
題
を
解
決
す
る
道
路
の
整

備
を
、
引
き
続
き
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

道
や
自
転
車
の
通
行
空
間
等
の
整

備
を
進
め
、
交
通
環
境
の
改
善
を

図
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
道
路
を
快
適
に
利
用
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
清
掃
や
除
草

な
ど
も
定
期
的
に
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
よ
り
安
全
で
地
域
に
ふ
さ

わ
し
い
快
適
な
道
路
環
境
づ
く
り

を
目
標
に
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て
い
た
だ
く

道
路
の
清
掃
・
除
草
及
び
美
化
活

動
等
に
つ
い
て
、
「
千
葉
県
道
路

ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
よ
り

支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
道
路
利
用
者
の
安

全
・
安
心
の
確
保
や
、
よ
り
良
い

道
路
環
境
づ
く
り
に
向
け
て
適
切

な
道
路
の
維
持
管
理
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

特集「道路ふれあい月間」　推進標語『ゆめつなげ きずなもつなげ　みちつなげ』


